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This Place CEO メッセージ

こんにちは、

This Place CEOの 
Dusan Hamlinです。

Dusan Hamlin  
CEO, This Place Limited

少しお時間をいただいて、 
過去２四半期で私たちが 
直⾯した状況とそれに対して 
実施している⽅策を 
ご説明いたします。

まず、 
⽶国ビジネスの状況ですが、 
⽶国のビジネスはオフィスを 
開設してから極めて好調に 
推移してきていました。

残念なことに、 
⽶国の２社の重要顧客が 
同時に⼤きな経営問題に 
直⾯してしまいました。

１社⽬は、 
世界的に著名な航空機製造会社 
２社⽬は、⽶国において 
著名な携帯キャリアです。 

１社⽬は、世界的に知られた 
⼤きな事故に直⾯し、 
２社⽬は、合併が阻⽌される 
問題に直⾯しました。 

両社のそれぞれの問題は、 
両社のデジタル開発における 
予算執⾏の遅延に 
繋がりました。

そしてそれは、上半期の 
私たちの収益に対しても 
⼤きな影響を及ぼしました。 

しかしながら、 
皆さんに報告したい 
良いニュースもあります。 

それは、 
⽶国において、 
新たに３社の顧客獲得が 
間近だということです。

つまり、 
今後の四半期において 
私たちの⽶国での売上は 
既存顧客からと 
新しい３社の顧客から 
両⽅から⼊り始め 
リカバリーと収益に 
貢献するでしょう。 

よって、私たちは、 
とても⾃信をもっています。 
残る四半期も来年度以降も 
ビジネスをリカバーさせ 
売上も収益も 
取り戻すことに。 

実際、 
第１四半期の⾚字の後、 
第２四半期は 
損益分岐点に達しました。 
第３四半期には利益を計上し、 
第４四半期には 
ターゲット近くまで 
戻すことができるでしょう。

これからも私は 
皆様に対して 
状況をアップデートします。 

この場を借りて、 
投資家の皆様に 
今年第１四半期から 
業績が低迷したことに関して 
お詫び申し上げます。

私たちは、 
私たちのビジネスに 
コミットしています。 
⼤変強いビジネスです。 
とても優秀なチームです。 
チーム全員が、 
これから⼒強いリカバリーの 
実現に向かっていくことに 
喜びを感じています。

状況報告のために 
お時間を割いていただき 
ありがとうございます。 

来年の株主総会で 
お会いすることを 
楽しみにしています。 

ありがとうございました。 
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デザインサービスの状況

順調
This Place Limited

順調
This Place HK

⼤幅減
This Place Inc.

⽶国の重要顧客２社の 
経営環境問題に起因し 
複数のプロジェクトが 
⼤きく遅延

London
Hong Kong

Seattle



2020年３月期 第２四半期決算説明会 4

⽶国顧客の状況

⼤幅減
This Place Inc. ✦2019年7⽉に⽶国司法省が 

T-MobileとSprintの合併を 
承認したが、各州での抵抗等 
不透明感があり遅延している。

✦事故の影響が⻑引き、プロ
ジェクトの復活に時間がか
かっている。

⽶国の重要顧客２社の 
経営環境問題に起因し 
複数のプロジェクトが 
⼤きく遅延

Seattle
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⼤幅減
This Place Inc.

⽶国の重要顧客２社の 
経営環境問題に起因し 
複数のプロジェクトが 
⼤きく遅延

Seattle
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対策と⾚字解消

第2四半期V字回復

⼈員削減

報酬カット

経費圧縮

四半期別営業利益推移（連結）

92

▲72



2020年３月期 第２四半期決算説明会

四半期別営業利益推移（連結）
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⿊字化

上半期⿊字転換

⼈員削減

報酬カット

経費圧縮
92

▲72

第2四半期V字回復
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四半期別営業利益推移（連結）
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リカバリーへ

上半期⿊字転換

⼈員削減
報酬カット
経費圧縮

⽶国⼤⼿企業を新規顧客
としてクロージング間近

第2四半期V字回復
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特定顧客企業への依存度が⼤きい

利益率／効率が良いが、リスクも⾼い

デザインサービス構造改⾰①

さらに幅広い顧客ポートフォリオを構築
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プロジェクト売上への依存度が⼤きい

プロジェクト型： 
リテイナー型：

利益率は⾼いが安定度に課題 
安定するが利益率は⾼くない

既に、Accenture, McKinsey, Deloitteが実施

パフォーマンス型モデルの組み込み
（サブスク＋成功報酬）

デザインサービス構造改⾰②




